コウタイシ デンカ ノ ギョウケイ ト トウジ ノ ホンコウ ガイキョウ (ダイゴ コウトウ ガッコウ コウキ ; ダイ2セツ) by 第五高等學校開校五十年記念會 et al.
熊本大学学術リポジトリ
Kumamoto University Repository System
Title ???????????????? (????????
; ?2?)
Author(s)??????????????
Citation??????: 296-313
Issue date1939-03-03
Type Book
URL http://hdl.handle.net/2298/10794
Right ????????????
１１
‐
皇
太
子
殿
下
の
御
動
静
行
啓
に
閥
す
る
具
申
書
畏
く
も
皇
太
子
殿
下
に
於
か
せ
ら
れ
て
は
、
大
正
九
年
一
一
一
月
三
十
一
日
．
三
角
港
に
御
上
陸
、
往
年
開
校
式
當
時
の
文
部
省
専
門
學
務
局
長
濱
尾
東
宮
大
夫
を
始
め
と
し
て
、
入
江
侍
従
長
、
東
郷
御
學
問
所
總
裁
等
多
数
の
供
奉
員
を
從
へ
さ
せ
ら
れ
、
午
後
三
時
五
分
、
本
校
に
御
着
、
本
校
職
員
と
武
装
せ
る
生
徒
と
は
、
本
門
外
西
側
に
整
列
し
て
奉
迎
申
上
げ
た
。
殿
下
は
、
吉
岡
校
長
の
御
と
先
導
に
て
本
舘
階
上
の
御
休
所
に
暫
し
御
休
憩
、
吉
岡
校
長
・
杉
山
教
授
に
對
し
て
軍
燭
拝
謁
を
賜
は
り
、
恭
し
く
校
長
よ
り
棒
呈
せ
る
本
校
概
況
書
竝
に
本
校
篇
眞
を
御
一
覧
の
後
、
事
務
室
に
移
ら
せ
ら
れ
、
階
上
の
賜
謁
室
に
於
て
、
本
校
高
等
官
、
宮
中
席
次
第
六
階
以
上
に
該
鴬
す
る
傭
外
國
教
師
、
嘱
託
講
師
、
校
欝
等
一
一
一
十
四
人
に
列
立
拝
謁
を
賜
は
り
、
次
に
．
台
覧
品
陳
列
室
に
於
て
、
後
に
記
す
と
こ
ろ
の
も
の
を
御
覧
に
な
り
、
當
該
學
科
擴
當
教
授
各
一
名
の
説
明
を
聞
召
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
艦
操
場
（
武
夫
大大大大大大大大
第
二
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第
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高
等
學
校
後
期
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「
○
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五
正
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年
一
、
一
○
二
正
六
年
、
「
一
一
九
正
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年
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五
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八
年
「
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一
第
二
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第
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等
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節
皇
太
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下
の
行
啓
と
當
時
の
本
校
概
況
⑰
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可
幻
■
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沁
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咀
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１
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凶
出
川
１
－
‐
呵
山
Ｈ
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原
）
に
出
御
、
高
等
科
理
科
第
一
學
年
を
編
成
し
、
大
學
豫
科
第
三
學
年
を
幹
部
と
す
る
中
隊
教
練
を
脅
さ
れ
、
再
び
御
休
所
に
御
少
憩
の
後
、
三
時
四
十
五
分
、
本
門
外
東
側
に
鑿
列
せ
る
職
員
生
徒
の
奉
途
を
受
け
つ
シ
、
還
御
遊
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
備
考
行
啓
一
一
開
ス
ル
具
申
書
本
年
一
一
一
月
三
十
一
日
皇
太
子
殿
下
本
校
一
一
行
啓
在
ラ
セ
ー
フ
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當
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縣
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濱
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總
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〈
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西
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迎
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１
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Ⅱ
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』
リ
ワ
■
よ
Ｊ
ザ
行
啓
事
務
に
閥
す
る
役
割
涜
尾
大
夫
の
通
牒
鍵
第
五
高
等
墨
校
長
吉
岡
郷
甫
文
部
大
臣
中
橋
徳
五
即
殿
是
よ
り
先
、
一
一
｜
月
十
四
日
付
を
以
て
、
濱
尾
東
宮
大
夫
よ
り
、
「
皇
太
子
殿
下
來
’
一
十
一
一
一
日
東
京
御
發
九
州
へ
行
啓
同
一
一
一
十
一
日
一
一
一
角
御
上
陸
熊
本
市
へ
行
啓
午
後
貴
校
へ
行
啓
可
被
爲
在
候
追
テ
御
微
行
」
の
旨
通
牒
が
あ
っ
た
の
で
、
本
校
に
於
て
は
、
直
に
熟
議
の
末
、
一
一
一
月
十
七
日
、
「
東
宮
行
啓
事
務
一
一
關
ス
ル
役
割
」
と
し
て
，
台
覧
係
Ｐ
警
備
係
・
設
備
装
飾
係
・
朕
務
接
待
係
の
諸
係
を
定
め
、
萬
端
遺
漏
の
な
い
や
う
に
、
最
善
の
努
力
を
議
し
た
の
で
あ
る
。
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御
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憩
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授
杉
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三
郎
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賜
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台
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憩
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岡
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熊
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台
覧
品
説
明
書
贈
正
四
位
宮
部
鼎
藏
ｊ
「
吉
田
松
陰
侃
刀
一
、
宮
部
鼎
藏
遺
墨
（
孝
忠
）
贈
正
四
位
職
木
武
兵
衞
已
。’、綴木武兵衞獄中薑志士列傳
贈
正
四
位
松
村
大
成
『
松
村
大
成
遺
墨
、
外
一
議
贈
從
四
位
永
鳥
三
干
一
、
隆
付
水
鳥
遺
墨
贈
正
四
位
松
村
大
成
「松村大成遺墨、外一
贈
從
四
位
永
鳥
三
平
一
、
松
村
永
鳥
遺
一
贈
正
五
位
西
島
鼈
太
郎
木
原
楯
臣
「
竹
箙
第
二
章
第
贈
正
四
位
横
井
平
四
郎
「
横
井
千
四
郎
肯
上
四
位
宮
部
鼎
藏
「
宮
部
鼎
藏
遺
墨
参
一
、
天
盃
「
宮
部
鼎
藏
遺
墨
上
四
位
職
木
武
兵
衞
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
魑
操
松
尾
講
師
「
西
島
寵
太
郎
遺
墨
第
五
高
等
學
校
後
期
部
肖
像
１
１
■
Ⅱ
乃
印
Ｉ
Ｆ
Ⅳ
例
‐
‐
．
坂
根
講
師
ＰＩ
「
台部 ロ囮 間の
江
口
講
師
古
屋
講
師
（備考）＊ハ台覧品説明者
台
覧
品
説
明
書
一
、
歴
史
宮
本
武
蔵
｜、達磨ノ薑
熊
本
市
井
芹
經
平
所
蔵
『
達
磨
ノ
薑
飽
託
郡
野
田
辰
三
郎
所
蔵
「
燭
行
道
同
柏原太郎左衞門
「
菊
原
如
安
謝
罪
状
八
代
郡
柏
原
俊
彦
所
蔵
贈
從
三
位
細
川
重
賢
－１細川重賢肖像
侯
爵
細
川
護
立
所
蔵
｜
、
細
川
重
畳
花
草
虫
類
嶌
生
圖
同
贈
正
五
位
林
藤
次
「
林
藤
次
肖
像
飽
託
郡
石
原
醜
男
所
藏
熊
本
市
河
田
精
一
所
蔵
八
代
郡
宮
部
増
義
所
藏
司同熊
本
市
田
尻
昇
藏
所
藏
熊
本
市
河
島
豊
太
郎
所
蔵
飽
託
郡
大
田
黒
允
彦
．
所
蔵
熊
本
市
萱
野
輝
秀
所
蔵
玉
名
郡
松
村
秀
文
所
蔵
八
代
郡
緒
方
弘
國
所
蔵
一一一○一
三
○
○
円
fⅡ
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Ｉ
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１
秒
■
三℃化
學
「カーバイト」、石次窒素、硫安及「セメント」、生蝋及白蝋
電氣波長計
一一、
「ウェーバー氏‐」光度計
「エングストレーム」氏
岩蟻プリズム
緒
方
弘
國
『
小
旗
加
屋
霧
堅
「クチナシ」ノ葉二現征五、
熊本附近産ノ主ナル石材
角閃微積岩、角閃安山
水
前
寺苔
萬能製圖器械
阿
蘇
火
山
模
型
京
都
島
津
製
作
所
製
熊
本
附
近
地
質
略
圖
第
五
高
等
學
校
地
質
及
鑛
物
學
教
室
編
六、圖誓及測量
鱗硅石
齋
藤
求
三
郎
嘉
眞
油繪及上水彩霊
測
量
圖
用器誓及上自在薑
『
遺
刀
太
田
黒
鐡
乎
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
『
加
屋
霧
堅
遺
墨
二、物
理
一、齋藏求三郎手蔦蘭書
『
太
田
黒
鐵
平
遺
墨
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
角閃安山岩、
四
・
動
物
及
植
物
氏輻射計
ルル「マンーーツロト」
地質及鑛物
泥熔岩
熊
本
市
竹
下
眞
美
所
藏
熊
本
市
齋
藤
久
熊
所
藏
八
代
郡
緒
方
弘
國
所
蔵
飽
託
郡
太
田
黒
允
彦
所
蔵 ○一一
一
○
第
二
職
員
本校の現
況摘記
第
三
生
徒
第一總絞
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
三
○
四
、
．因に大正九年は、大學豫科竝に高等科の並立時代であるので、左にその時捧呈せる本校の現況を摘記して置
く。
現
況
（
摘
録
）
第
一
縮
鮫
本校ハ男子ノ高等普通教育ヲ完成スル所一一シテ文部省ノ直轄タリ高等科ヲ置ク但大正十年八月迄ハ尚大學豫科
高等科ノ學科ヲ分チテ文科及理科トシ共ノ各ヲ分チテ更一一甲類乙類トス甲類ハ英語ヲ第一外國語トスル者二之
ヲ課シ乙類ハ潤語ヲ第一外國語トスル者亭之ヲ課ス
大學豫科ヲ分チテ第一部、第二部、第三部トシ第一部、第二部ノ各ヲ分チテ甲類、乙類ｐ丙類トス第一部甲類
ハ英語法律科、政治科及上經濟科、商科ノ志望者一一、同乙類ハ英語文科志望者一一、同丙類ハ潤語法律科、政治
科及潤語文科ノ志望者二之ヲ課シ、第二部甲類ハエ科ノ志望者一一、同乙類ハ理科及瞥科ノ内藥學科ノ志望者
一一、同丙類ハ農科ノ志望者二之ヲ課スヌ第三部ハ嘗科ノ志望者二之ヲ課ス
第
二
職
員
本校専任職員ノ定員ハ校長一人、教授三十七人、助教授四人、書記六人一一シテ現在ノ實員左ノ加シ（大正九年
一一一月二十日調）
校
長
一
人
教員ノ氏名竝受持畢科ハ左ノ如シ（略）
第
三
生
徒
一．生徒科（部）類別数高等科ノ生徒ハ櫛ネ昨年九月入學セル者一一シテ第一學年二鴎シ、大學豫科ノ生徒〈
一昨年九月以前一一入學セル者一一シテ第一一學年又ハ第一一一學年一一鴎ス今其ノ數ヲ學科及科（部）類別一一示セバ
左ノ如シ（大正九年三月一一十日調）（）ハ支那人ナリ以下同ジ
ヲ存置ス
右
ノ
外
筒
左
ノ
職
員
ア
リ
總
計
七
十
一
人
ヲ
算
ス
傭外國教師
嘱
託
講
師
囑
託
藪
員
嘱
託
校
欝
教
匂
務
雇
事
務
雇
教
授
助教授
書
記第二
章
第
五
高
筆
學
校
後
期
四
十
人
一
人
六
人二
人
六
人
四
人
一
人
五
人
五
人 （軸學蛎季噸綴僚刈、一絆略夘雌琳鞠榔エ）
三
○
五
一一一、生徒ノ年齢生徒ノ年齢ハ最長一一一十四年一箇月、最少十七年一箇月一一シテ平均一一十年七箇月ナリ今之ヲ科
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「入學志願者及入學者ノ學歴別数本校高等科一一入學スルコトヲ得ル者ハ中學校第四學年ヲ修了シタル者、
高等學校尋常科ヲ修了シタル者、高等學校高等科入學資格試駿一一合格シタル者、専門學校入學者検定規程一一
依り試験検定一一合格シタル者、文部大臣一一於テ高等學校高等科ノ入學二關シ指定シタル者及文部大臣一一於テ
一般ノ専門學校ノ入學一一關シ中學校卒業者ト同等以上ノ學カアリト指定シタル者ニシテ、昨年ハ拾モ共ノ最
初ノ施行期一一闇セシカパ入學志願者ハ本校未曾有ノ多数一一上しり而シテ入學者ハ中畢校卒業者中昨年ノ卒業
者過半ヲ占〆一昨年ノ卒業者及咋年ノ中學校第四學年修了者之一一次ゲリ今志願者中ノ受験者卜入學者トノ数
ヲ科別一一就キ學歴別一一示セパ左ノ加シ（大正八年九月末調）
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三
十
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の起算
而して九年六月十一一日には、第三部第三學年、同一一十一日には、第一部竝に第二部第三學年生徒の告別式を暴
行し、同七月十一日よりは、入畢試験も開始せられ、同九月十一一一日には、入學式も執行せられた。蓋し蕾規程に
依る最絡のものである。
創立と開校とは日を異にし、従って別箇のものとなってゐる所もあるが、本校に在りては、全く異語同義であ
る。故に吉岡校長より中橋文部大臣・關屋書記官等に宛てた信書には、本校三十週年とあり、事務分搭起案に
は、本校創立一一一十週年又は第三十週年とあり、庶務課から職員宛の同章竝に第五高等學校一覧には、開校第一一一十
週年とあるのでも分る。但、開校を古城時代とするか、龍南時代とするかは、見解の相違である。即ち前にも屡
迫申した通り、本校の創立は、明治一一十年四月で、人學式を墨行したのは、同年十一月のことであるので、開校
を以て入學式暴行と同義にすれば、創立も開校も同年である。従って、創立の明治二十年から算へると、大正九
年は、一一一十一一一年目に當ｂ、新校移韓から算へると、一一一十一年目に賞０、二十一一一年十月十日の新校開校式から算へ
ると、三十年目に富ろ。故に大正九年十月十日の記念式典は、新校移縛を以て創立とし、開校としたことになる
ので、この黙は昭和十二年の五十年記念が、古城蕾校の一一十年から起算したのと、その趣を異にするものであ
る。尤も、古城奮校の創立當初に入墨した人々も、新校開校と共に移り學んで、一一十五年七月十日を以て卒業し
たのであるから、何れにしたところで、大した愛ｂはないことは云ふまでもない。けれども、假ｂに一一一十週年の
記念事業の一つとして、校史を編纂したとするならば、その編者が、筆者と同様の關心を古城賞時に有したもの
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
鰹
に
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言
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な
い
の
で
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る
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